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平成 30 年　第 3 回定例会

白山神社例大祭が９月15,16日の
両日に行われました。



2平成    年    月    日発行30 11 1

こ
の
度
、
第
三
回
定
例
会
に
お
い
て
議
員

各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
日
の
出
町
議

会
議
長
の
職
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
星
野
茂
議
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

疲
れ
様
で
し
た
。

さ
て
、
近
年
、
議
会
離
れ
、
政
治
離
れ
等

の
報
道
を
耳
に
し
ま
す
。
町
議
会
で
は
、
町
民
の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会
、
身

近
な
議
会
、
わ
か
り
や
す
い
議
会
を
モ
ッ
ト
ー
に
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
議
会
条
例
の
制
定
や
町
民
懇
談
会
の
開
催
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
年
々
、
時
代
の
流
れ
と
共
に
、
諸
問
題
等
が
複
雑
化
し
て
お
り
ま
す
。

町
議
会
と
し
て
、
残
土
、
太
陽
光
発
電
施
設
等
の
問
題
な
ど
含
め
、
町
民
の
皆

様
を
第
一
に
、
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
日
の
出
町
の
更
な
る
発
展
と
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
は
、
昨
年
９
月
議
会
に
お
い
て
、
皆
様

か
ら
ご
推
挙
を
頂
き
、
今
日
ま
で
議
長
職
を

務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

間
に
お
き
ま
し
て
、
不
本
意
な
が
ら
も
体
調

を
崩
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
様
方
に
ご
心

配
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
議
長
公
務
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に
関
係
各
位
の
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
お
陰
様
で
、
現
在
は
体
調
も
回

復
に
向
か
う
ま
で
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
身
と
し
て
は
、「
一
日
も
早
く
体
調
を

万
全
に
整
え
て
お
き
た
い
」
と
の
思
い
が
次
第
に
強
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

熟
慮
を
重
ね
た
結
果
、
議
長
職
を
辞
任
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
決
意
い
た
し
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
、
議
長
在
任
中
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、
多
く
の
皆
様
に

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
と
も
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願

い
申
し
上
げ
議
長
辞
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

新しい議会構成が決まりました
平成30年第3回定例会（8月31日開催）

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

前
議
長
辞
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あ
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さ
つ

議
会
運
営
委
員
会

委
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長

折

田

眞
知
子

・
議
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運
営
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諸
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協
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濵
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委
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光

德

予
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決
算
常
任
委
員
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委
員
長
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中

映

慈

・
予
算
決
算
及
び
こ
れ
に
関
す
る
事

項

副
委
員
長

村

木
　

満

委

員

議
長
、
議
会
選
出
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査
委
員
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総
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ま
ち
づ
く
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常
任
委
員
会

委
員
長

田

村

み
さ
子

・
企
画
財
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く
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産
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観
光
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会
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課
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挙
管
理
委
員
会
、
監
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委
員
、

農
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委
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常
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会
の
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管
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な
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務
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茂
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課
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課
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光
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平野　隆史星野　茂
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議
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運
営
委
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長
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さ
子
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ち
づ
く
り
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建
設
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光
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会
計
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選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、

農
業
委
員
会
及
び
他
の
常
任
委
員

会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
務
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茂
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課
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課
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光
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議 席 番 号 １ ２ ３ ５ 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

定　
　
　
　

数

議　長◎・副議長○ ○ ◎

　　　　　氏　　名

種　　別　　　　

�

萩　

原　

隆　
旦

�

清　

水　
　
　

浩

�

村　

木　
　
　

満

�

縄　

井　

貴
代
子

�

折　

田　

眞
知
子

�

青　

鹿　

和　

男

�

嘉　

倉　
　
　

治
�

小　

玉　

正　

義

�

濵　

中　

映　

慈

�
田　

村　

み
さ
子

�
加　

藤　

光　

德

�

星　

野　
　
　

茂

�

東　
　
　
　
　

亨

�

平　

野　

隆　

史

監 査 委 員 ○ �１

議 会 運 営 委 員 会 ○ 副 長 ○ ○ ○ ○ ○ ８

予算決算常任委員会 ○ ○ 副 ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ 12

総務まちづくり常任委員会 ○ 副 ○ ○ ○ 長 ○ ７

厚生文教常任委員会 ○ ○ 長 ○ 副 ○ ○ ７

一
部
事
務
組
合

阿伎留病院企業団議会 ○ ○ ○ ３

西秋川衛生組合議会 ○ ○ ○ ３

秋川流域斎場組合議会 ○ ○ ○ ３

外
部
の
協
議
会
・
審
議
会

三多摩上下水及び道路
建 設 促 進 協 議 会 2 1 3 ○ ４

秋川流域下水道�
促 進 協 議 会 ○ 理 ○ 理 ○ ５

西多摩地域広域行政圏�
協 議 会 審 議 会 ○ ○ ○ ３

ＪＲ五日市線改善�
促 進 協 議 会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ７

三鷹立川間立体化複々線
促 進 協 議 会 ○ ○ ２

都 市 計 画 審 議 会 ○ ○ ○ ○ ４

議会だより編集委員会 ○ ○ 副 長 ○ ○ ６

※　表内記号の説明　 長＝委員長　 副＝副委員長　 理＝理事
　　三多摩上下水及び道路建設促進協議会　１＝第１委員会（上水道）　２＝第２委員会（下水道）　３＝第３委員会（道路）

役職・委員会等委員構成表
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今号では、1つの議案を

Pick up

9
月
定
例
会
議
案

町
長
提
出
議
案　
　

件

　

11

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

8
月
31
日
～
9
月
19
日
ま
で
の
20
日
間

9 月定例会
議 案 審 議

　
　
　

�

普
通
交
付
税
や
繰
越
金
の
追
加
を
中
心
に
各
種
事
業
実
施
に
伴
う
補
助
金

等
の
増
減
額
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　

�

普
通
交
付
税
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
振
替
額
の
減
少
に
よ
り
基
準
財

政
需
要
額
が
増
加
し
た
た
め
、
１
億
５
６
０
２
万
９
０
０
０
円
増
の

10
億
１
６
３
６
万
９
０
０
０
円
と
な
り
、
前
年
度
繰
越
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
３
億
２
０
７
６
万
７
０
０
０
円
の
増
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
　
　

�

そ
の
他
、臨
時
財
政
対
策
債
を
８
５
３
６
万
１
０
０
０
円
減
額
し
た
ほ
か
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を
全
額
減
額
し
、
基
金
残
高
の
回
復
に
努
め
た
も

の
で
す
。

　
　
　

�

近
年
の
災
害
等
の
増
加
に
伴
い
地
域
の
防
災
力
向
上
に
向
け
、
消
防
団
の

無
線
機
等
の
資
機
材
の
拡
充
を
図
る
為
、
特
別
区
消
防
団
の
装
備
品
を
目

安
に
消
防
団 

資
機
材
購
入
費
を
新
た
に
計
上
し
た
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
増
加
に
伴
う
障
害
児
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の
追
加
、
日
の
出
町
サ
ー
ビ

ス
総
合
セ
ン
タ
ー
事
務
費
交
付
金
の
追
加
、
国
民
健
康
保
険 

特
別
会
計

を
は
じ
め
と
し
た
各
特
別
会
計
の
平
成
29
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
に
関

連
し
た
繰
出
金
の
減
額
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
追
加
が
主
な
も
の
で

す
。

　
　
　

�

そ
の
他
の
費
目
で
は
、
全
般
に
わ
た
り
人
事
異
動
等
に
伴
う
人
件
費
の
増

減
額
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

（
特
別
会
計
）

介
護
保
険
特
別
会
計
５
１
４
２
万
２
０
０
０
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
　
　

�
一
般
会
計
繰
入
金
を
１
２
４
０
万
６
０
０
０
円
減
額
し
、
前
年
度
繰
越
金

を
６
６
４
２
万
４
０
０
０
円
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

�

介
護
給
付
費
準
備
基
金
へ
の
積
立
金
２
１
９
６
万
５
０
０
０
円
、
介

護
給
付
費
国
庫
負
担
金
過
年
度
分
の
超
過
交
付
分
返
還
金
と
し
て

３
３
０
７
万
７
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
す
る
も
の
で
す
。

（
議
案
第
42
号
）　

平
成
30
年
度
日
の
出
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
議
案
第
43
号
）　�

平
成
30
年
度
日
の
出
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

（
議
案
第
44
号
）　�

平
成
30
年
度
日
の
出
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

（
議
案
第
45
号
）　�

平
成
30
年
度
日
の
出
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

（
議
案
第
46
号
）　�

平
成
30
年
度
日
の
出
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

（
一
般
会
計
）

一
般
会
計
２
１
０
０
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

Pick up

1
平
成
30
年
度
日
の
出
町
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

主
な
補
正
内
容

日の出町「ひのでちゃん」

歳
入

歳
入

歳
出

歳
出
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番号 議　　案　　名 自 明 公 町 共 新 政 結　果

41 日の出町教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

42 平成 30年度日の出町一般会計補正予算（第 2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

43 平成 30年度日の出町国民健康保険特別会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

44 平成 30年度日の出町下水道事業特別会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

45 平成 30年度日の出町介護保険特別会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

46 平成 30年度日の出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

47 平成 29年度日の出町一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

48 平成 29年度日の出町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

49 平成 29年度日の出町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

50 平成 29年度日の出町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

51 平成29年度日の出町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

○…賛成　×…反対＜町長提出議案＞

議 案 と 結 果

＜各会派の名称と所属議員＞

 会　派　名 略　号 所　　属　　議　　員　（ ★ 印 ･･･ 会派代表者 ）

自民蒼政クラブ 自 ★小玉 正義 ・ 星野 茂 ・ 東 亨 ・ 平野 隆史 ４人

明 政 会 明 ★田村 みさ子 ・ 清水 浩 ・ 萩原 隆旦 3 人

公 明 党 公 ★嘉倉 治 ・ 縄井 貴代子 ２人

町 民 党 町 ★村木 満 ・ 青鹿 和男 ２人

日 本 共 産 党 共 ★折田 眞知子 １人

一 新 の 会 新 ★加藤 光德 １人

政 有 会 政 ★濵中 映慈 １人

＜会派の異動＞（8月 25日付で新しい会派の届出及び所属議員の異動がありました）

 会　派　名 略　号 所　　属　　議　　員　（ ★ 印 ･･･ 会派代表者 ）

明 政 会 明 ★田村 みさ子 ・ 清水 浩 ・ 萩原 隆旦 3 人

政 有 会 政 ★濵中 映慈 １人
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Ｑ　

29
年
度
決
算
の
評
価
全
般
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ　

予
定
事
業
は
、
順
調
に
進
み
一

定
の
評
価
は
し
て
い
る
。
細
か
い

課
題
等
々
は
あ
る
が
、
今
後
の
運

営
の
中
に
生
か
し
て
い
く
。

Ｑ　

歳
入
全
般
の
恒
常
的
な
収
入
未

済
額
の
内
容
に
つ
い
て

Ａ　

固
定
資
産
税
は
、
財
産
と
し
て

持
っ
て
い
る
実
態
が
あ
る
の
で
、

今
後
は
換
価
と
い
う
方
法
も
検
討

す
る
。

Ｑ　

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
に
つ
い

て
Ａ　

29
年
度
に
他
の
自
治
体
へ
ふ

る
さ
と
納
税
さ
れ
た
人
数
は
、

２
２
７
人
で
あ
る
。
寄
附
額

は
、
１
５
４
７
万
７
０
０
０
円

で
、
本
来
、
町
に
入
る
税
額
が
約

６
０
０
万
円
減
少
し
た
。

Ｑ　

財
産
収
入
に
お
け
る
内
容
に
つ

い
て

Ａ　

短
期
貸
付
が
４
件
、
長
期
貸

付
が
９
件
、
総
額
で
８
０
３
２�

万
３
２
１
０
円
。
土
地
の
売
却

は
、
旧
国
鉄
の
跡
地
等
４
件
、
ゴ

ミ
集
積
所
が
12
件
、
ト
ー
タ
ル
で

２
１
１
１
万
９
１
５
６
円
で
あ

る
。

Ｑ　

三
セ
ク
事
務
費
交
付
金
の
内
容

に
つ
い
て

Ａ　

29
年
度
に
お
い
て
、
職
員
派
遣

が
５
人
減
少
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
り
総
額
で
約
２
５
０
０
万
円
減

額
に
な
っ
て
い
る
の
が
主
な
要

因
。

Ｑ　

各
種
補
助
金
に
お
け
る
規
程
、

要
綱
に
つ
い
て

Ａ　

町
全
体
と
し
て
は
、
町
補
助
金

交
付
要
綱
を
定
め
て
い
る
。
補
助

金
に
は
そ
れ
ぞ
れ
目
的
が
あ
る
。

各
補
助
金
に
交
付
要
綱
を
定
め
る

よ
う
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ　

公
共
施
設
等
の
長
期
保
全
計
画

の
内
容
に
つ
い
て

Ａ　

昨
年
度
の
公
共
物
簡
易
診
断
に

基
づ
き
、
現
在
は
専
門
家
及
び
委

託
業
者
と
協
議
し
て
い
る
。
来
年

度
以
降
に
緊
急
性
を
含
め
、
施
設

類
型
ご
と
の
傾
向
等
を
含
め
て
判

断
し
て
い
く
。

決
算
を
集
中
的
に
審
査
す
る
予
算
決
算
常
任
委
員
会
が
行
わ

れ
、活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、19
日
の
本
会
議
最
終
日
に
は
、委
員
長
に
よ
る
審
査
経

過
・
審
査
結
果
の
報
告
の
後
、採
決
に
よ
り
５
つ
の
会
計
決
算
全
て

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

  

主
な

　
　
質
疑

Q & A

一
般
会
計

平成 29 年度
各
会
計
の
決
算
を
集
中
審
議
（
９
月
12
・
13
日
）

会 　 　 計 　 　 名 歳　　　　入 歳　　　　出

一 　 般 　 会 　 計 ９１億５３２０万円 ８７億６１４１万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 会 計 ２３億４１４４万円 ２２億８１７４万円

下 水 道 事 業 会 計 ９億１５４８万円 ９億　　７３万円

介 護 保 険 会 計 １３億８７８２万円 １３億１８４９万円

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 ４億５０９０万円 ４億４６１９万円

合 　 　 　 　 　 　 計 １４２億４８８４万円 １３７億　８５６万円

平成 29 年度会計別決算
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Ｑ　

次
世
代
育
成
ク
ー
ポ
ン
や
青
少
年

育
成
事
業
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
Ａ　

こ
れ
ま
で
は
出
生
率
向
上
や
子
ど

も
の
増
加
な
ど
相
当
な
効
果
が
あ
っ

た
。
制
度
維
持
に
向
け
、
関
連
事
業

全
般
に
つ
い
て
、
効
果
的
運
営
の
観

点
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

個
人
向
け
温
泉
宅
配
事
業
の
必
要

性
に
つ
い
て

Ａ　

費
用
の
比
率
は
小
さ
い
が
、
効
率

化
の
観
点
か
ら
必
要
性
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
。

Ｑ　

特
定
外
来
生
物
駆
除
事
業
に
つ
い

て
Ａ　

29
年
度
か
ら
３
か
年
計
画
で
進
め

て
お
り
、
今
年
度
か
ら
は
回
数
を
年

２
回
に
増
や
す
。

Ｑ　
（
仮
）
東
光
院
橋
の
修
正
設
計
と
全

体
工
事
に
つ
い
て

Ａ　

仮
設
工
法
に
よ
る
工
事
費
が
か
さ

む
の
で
、
西
多
摩
建
設
事
務
所
と
協

議
を
重
ね
、
河
川
の
法
面
工
事
で
利

用
し
た
道
を
使
い
、
ク
レ
ー
ン
を
入

れ
る
工
法
に
変
更
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
３
割
削
減
が
で
き
た
。
来
年
度
は
、

全
体
工
事
費
の
予
算
要
望
を
行
う
。

Ｑ　

消
防
団
員
報
酬
の
近
隣
自
治
体
と

の
比
較
に
つ
い
て

Ａ　

市
に
比
べ
る
と
少
し
低
い
が
、
面

積
や
守
る
べ
き
住
民
の
数
な
ど
も
あ

る
。
町
の
防
火
・
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
り
、
検
討
を
引
き
続
き
行
う
。

Ｑ　

教
育
費
に
お
け
る
各
種
補
助
金
の

規
程
と
算
出
根
拠
に
つ
い
て

Ａ　

要
綱
、
規
程
等
に
よ
り
全
て
根
拠

に
基
づ
い
て
支
給
し
て
い
る
。
ホ
ー

特
別
会
計

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
よ
う
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

給
食
費
未
納
者
の
状
況
に
つ
い
て
、

会
計
上
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て

い
る
の
か
。

Ａ　

滞
納
者
の
方
に
は
同
意
を
得
て
子

育
て
ク
ー
ポ
ン
で
支
払
っ
て
も
ら
う

が
、
今
後
は
町
税
等
の
滞
納
者
に
は

ク
ー
ポ
ン
支
給
を
停
止
す
る
為
、
未

払
金
額
が
増
え
る
懸
念
が
あ
る
。

国
民
健
康
保
険

Ｑ　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
状
況
に

つ
い
て

Ａ　

収
入
未
済
額
は
、
７
０
８
４
万
円
。

滞
納
者
の
立
場
も
理
解
し
な
が
ら
も
、

税
の
公
平
性
か
ら
、
少
し
で
も
収
め

て
い
た
だ
く
交
渉
に
、
今
後
も
取
り

組
ん
で
行
く
。

Ｑ　

国
民
健
康
保
険
短
期
証
と
収
入
未

済
額
の
関
連
に
つ
い
て

Ａ　

短
期
証
の
方
は
、
全
員
未
納
者
と

な
る
。
国
民
健
康
保
険
か
ら
、
退
会

さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
為
、
収
入
未

済
額
の
全
額
が
、
短
期
証
の
方
の
未

納
分
で
は
な
い
。

下
水
道
事
業

Ｑ　

下
水
道
未
接
続
の
状
況
に
つ
い
て

Ａ　

29
年
度
に
未
接
続
で
あ
っ
た
事
業
所

が
、
今
年
度
接
続
し
て
頂
け
た
。
他
の

11
件
に
つ
い
て
も
、
時
期
が
来
た
ら
接

続
は
行
う
と
い
う
約
束
は
さ
せ
て
頂
い

て
い
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー

温泉宅配車
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当
町
に
お
け
る
最
近
の
人

口
減
少
に
つ
い
て
問
う

質　

町
の
人
口
は
２
年
前

を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ

本
年
８
月
に
は
１
６
８
０�

０
人
を
割
込
ん
だ
。
こ
の

減
少
の
要
因
が
何
か
、
町

の
見
解
を
伺
う
。

町
長　

こ
れ
ま
で
宅
地
開

発
・
福
祉
の
充
実
・
区
画

整
理
な
ど
の
政
策
を
推
進

し
た
結
果
、
人
口
は
平
成

19
年
よ
り
増
加
に
転
じ
た
。

一
方
、
日
の
出
団
地
の
高
齢

化
が
人
口
減
少
圧
力
に
な

る
な
ど
、
要
因
を
一
口
で
言

う
の
は
中
々
難
し
い
。
最

近
の
人
口
減
少
の
事
実
を

し
っ
か
り
受
け
と
め
、
既

に
掲
げ
て
い
る
各
種
施
策

に
取
組
む
と
共
に
そ
の
効

果
の
検
証
を
行
っ
て
い
く
。

課
長　

最
近
２
年
間
に
つ

い
て
増
減
要
因
を
多
角
的

に
解
析
し
た
。
生
産
年
齢

層
が
社
会
減
で
あ
る
こ
と
、

大
久
野
地
区
の
社
会
増
が

平
井
地
区
を
上
回
っ
た
こ
と

な
ど
が
特
徴
。

質　

最
も
重
要
な
生
産
年

齢
層
の
社
会
増
減
に
つ
い

て
、
こ
れ
を
最
近
４
年
間

で
見
た
場
合
の
推
移
は
。

課
長　

２
年
前
ま
で
の
２

年
間
は
９
人
の
社
会
増
で

転
出
入
が
ほ
ぼ
均
衡
し
て

い
た
が
、
最
近
の
２
年
間

で
は
１
８
５
人
の
社
会
減

に
転
じ
た
。

質　

年
少
人
口
推
移
は
。

課
長　

年
少
人
口
は
社
会

増
を
維
持
し
て
い
る
も
の

の
増
加
幅
は
減
速
傾
向
。

質　

大
久
野
地
区
の
社
会

増
が
平
井
地
区
を
上
回
っ

た
が
こ
れ
は
近
年
な
か
っ

た
こ
と
。
自
治
会
区
域
別

に
み
た
場
合
に
人
口
増
減

の
特
徴
を
伺
う
。

課
長　

大
久
野
地
区
で
は

15
自
治
会
区
域
の
増
加
が

大
き
い
。
人
口
減
少
が
大

き
い
の
は
平
井
地
区
の
５
・

６
自
治
会
区
域
。

8人の議員一般質問

町政を問う
要 旨

萩は
ぎ

原わ
ら　

隆た
か

旦あ
き
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町
民
の
命
と
生
活
を
守
る

防
災
・
減
災
の
総
点
検
を

質　

あ
ら
か
じ
め
予
測
で

き
る
災
害
に
対
し
、
事
前

に
取
る
べ
き
対
応
・
避
難

行
動
を
、
時
系
列
で
ま
と

め
た
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と

い
う
手
法
が
各
地
で
広

が
っ
て
い
る
。
避
難
誘
導

を
効
率
的
に
行
う
た
め
、

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定
を

求
め
る
。

町
長　

町
の
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
と
併
せ
て
、

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す

る
時
期
を
検
討
す
る
。

質　

厚
生
労
働
省
が
、
液

体
ミ
ル
ク
の
販
売
を
認
め

ま
し
た
。
町
の
防
災
備
蓄

品
と
し
て
活
用
し
、
口
腔

ケ
ア
用
品
を
取
り
入
れ
る

等
、
防
災
備
蓄
品
の
改
善

を
求
め
る
。

課
長　

口
腔
ケ
ア
用
品
と

し
て
、
昨
年
、
歯
ブ
ラ
シ

セ
ッ
ト
を
２
０
０
本
購

入
。
液
体
ミ
ル
ク
は
、
乳

児
に
と
っ
て
重
要
な
も
の

で
あ
る
こ
と
か

ら
、
保
管
方
法
や

必
要
本
数
等
、
購

入
に
向
け
検
討
す

る
。
そ
の
他
の
防

災
備
蓄
品
に
つ
い

て
も
、
必
要
性
や

有
用
性
を
精
査

し
、
備
蓄
を
検
討

し
て
い
く
。

質　

大
阪
北
部
地

震
に
お
い
て
、
学

校
敷
地
内
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊

に
よ
っ
て
、
女
児

が
犠
牲
と
な
っ
た
。

当
町
の
調
査
結
果

と
、
今
後
の
安
全
性
確
保

の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

課
長　

学
校
敷
地
内
に
危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
な
い

が
、
通
学
路
に
つ
い
て
は
、

報
告
が
あ
る
。
危
険
性
が

高
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
へ
、
教
育
委
員
会

の
認
識
を
お
伝
え
し
て
い

る
。
ま
た
、
各
学
校
へ
、

危
険
箇
所
の
情
報
提
供
を

行
い
、
児
童
・
生
徒
の
安

全
指
導
を
行
う
よ
う
に
、

今
後
指
導
し
て
い
く
。

防災倉庫内の備蓄品

縄
なわ

井
い

 貴
き よ こ

代 子

日
の
出
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
を
問
う

質　

イ
ン
フ
ラ
系
公
共
施

設
の
更
新
、
修
繕
、
長
寿

命
化
等
、
実
施
計
画
は
部

門
ご
と
に
優
先
順
位
を
付

け
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

町
長　

更
新
費
用
に
か
か

る
財
政
負
担
の
平
準
化
、

事
後
保
全
型
か
ら
予
防
保

全
型
へ
の
転
換
を
目
指
し

全
庁
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
建
築
系
の
「
公

共
施
設
等
長
期
保
全
計
画
」

は
本
年
度
末
に
策
定
す
る

予
定
。

質　

公
共
施
設
の
更
新

費
用
は
40
年
間
で
総
額

５
２
８
億
円
、
毎
年
13
億

円
と
積
算
さ
れ
る
が
減
価

償
却
費
、
更
新
費
捻
出
の

方
策
は
。

課
長　

財
政
負
担
の
軽
減
、

世
代
間
負
担
の
公
平
を
図

る
観
点
か
ら
、
補
助
金
や

地
方
債
を
有
効
に
活
用
し

た
い
。
減
価
償
却
費
に
関

し
て
は
、
社
会
資
本
等
整

備
基
金
へ
の
積
み
立
て
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

質　

将
来
の
人
口
動
態
を

踏
ま
え
、
統
合
、
廃
止
を

視
野
に
入
れ
、
適
正
な
運

営
管
理
を
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

課
長　

人
口
動
態
、
利
用

状
況
、
更
新
費
用
、
費
用

対
効
果
も
含
め
施
設
評
価

を
行
い
適
正
な
管
理
運
営

を
目
指
し
た
い
。

質　

公
共
施
設
の
管
理
計

画
は
10
年
毎
に
議
会
、
町

民
に
情
報
公
開
し
て
い
く
べ

き
で
は
。

課
長　

長
期
保
全
計
画
の

中
で
提
示
を
さ
せ
て
頂
き

た
い
。

質　

財
源
確
保
の
観
点
か

ら
全
事
務
事
業
評
価
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
は
改

廃
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で

は
。

課
長　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
業
務
改
善
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
を
意
識

し
た
抜
本
的
な
見
直
し
や
、

Ｂ
Ｐ
Ｒ
（
業
務
プ
ロ
セ
ス
改

革
）が
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。

改修計画が進む本宿小学校校舎

嘉か

倉く
ら 　

治お
さ
む
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地
域
共
生
社
会
に
つ
い
て

質　

地
域
共
生
社
会
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

町
長　

2
年
前
に
閣
議
決

定
し
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億

総
活
躍
プ
ラ
ン
」
で
子
ど

も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者

な
ど
す
べ
て
の
人
が
地
域
・

暮
し
・
生
き
が
い
を
共
に

創
り
高
め
合
う
社
会
と
さ

れ
て
い
る
。

質　

地
域
共
生
社
会
の
理

念
が
加
わ
っ
た
改
正
社
会

福
祉
法
が
4
月
に
施
行
さ

れ
た
が
、
新
た
な
地
域
福

祉
計
画
策
定
の
考
え
は
。

課
長　

す
で
に
地
域
福
祉

活
動
の
基
本
計
画
と
し
て

地
域
保
健
福
祉
計
画
が
あ

る
。
33
年
度
の
次
期
改
正

時
に
は
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
組
み
を

盛
り
込
む
予
定
で
あ
る
。

質　

町
が
実
施
す
る
地
域

福
祉
事
業
は
あ
る
か
。

課
長　

社
協
の
サ
ロ
ン
活

動
や
民
生
・
児
童
委
員
の

活
動
も
ひ
と
つ
で
あ
る
。

先
進
的
取
り
組
み
事
例
を

参
考
に
地
域
に
何
が
足
り

な
い
か
、
何
が
必
要
か
、

何
が
で
き
る
か
を
検
討
し

前
に
進
め
て
い
き
た
い
。

児
童
虐
待
に
つ
い
て

質　

町
内
の
現
状
は
。

課
長　

29
年
度
の
相
談
は

29
件
、
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
福
祉

課
内
）
で
は
通
告
を
受
け

る
と
受
理
会
議
で
対
応
方

針
を
決
定
、
48
時
間
以
内

に
対
象
児
童
の
安
全
確
認

と
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
虐
待
疑
い
の

保
護
者
に
は
注
意
喚
起
を

し
て
い
る
。
関
係
機
関
と

の
連
携
も
と
っ
て
い
る
。

質　

五
日
市
警
察
署
と
の

協
定
締
結
の
内
容
は
。

課
長　
「
児
童
虐
待
未
然
防

止
と
早
期
発
見
の
た
め
相

互
に
保
有
す
る
情
報
を
共

有
し
児
童
の
安
全
確
保
に

努
め
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
達
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
問
う

質　

団
地
の
交
通
事
故
か

ら
１
年
経
過
し
た
が
、
今

後
の
活
動
を
伺
う
。

指
導
室
長　

安
全
に
関
わ

る「
月
の
目
標
」、「
命
の
日
」

の
設
定
、「
地
域
安
全
マ
ッ

プ
づ
く
り（
４
年
生
実
施
）」

を
行
っ
た
り
、
全
国
の
生

命
に
関
わ
る
重
篤
な
交
通

事
故
の
情
報
分
析
等
を
行

い
地
道
に
安
全
対
策
を
継

続
す
る
。

質　
「
不
審
者
情
報
」
は
教

育
活
動
に
ど
う
活
用
さ
れ

て
い
る
か
。

課
長　

不
審
者
情
報
は
教

育
委
員
会
指
導
室
に
第
一

報
が
入
る
が
、
各
家
庭
に

メ
ー
ル
配
信
や
注
意
喚
起

文
書
を
通
し
て
周
知
さ
れ
、

各
校
及
び
五
日
市
警
察
署

に
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
を

通
じ
て
迅
速
に
情
報
提
供

さ
れ
る
流
れ
と
な
っ
て
い

る
。

質　

五
日
市
警
察
署
と
の

児
童
虐
待
協
定
締

結
の
背
景
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長　

児
童
の
安

全
確
保
を
よ
り
確

実
に
す
る
た
め
、

市
町
村
等
の
関
係

機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、
あ
ら
か

じ
め
児
童
に
関
す

る
情
報
の
事
前
照

会
等
に
関
す
る
協

議
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
書
面
で

取
り
決
め
る
な
ど

適
切
な
対
応
を
す

る
よ
う
警
察
の
通

達
が
な
さ
れ
た
。

質　

虐
待
対
策
の
課
題
は
。

課
長　

保
護
者
へ
の
注
意

喚
起
の
際
、
支
援
に
繋
げ

る
信
頼
関
係
を
構
築
す
る

面
接
技
術
の
習
得
が
必
要
。

児
童
の
所
属
機
関
に
も
情

報
収
集
を
依
頼
し
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の

支
援
に
確
実
に
移
行
で
き

る
よ
う
繋
ぎ
の
役
割
を
確

立
し
て
頂
く
と
い
う
、
多

職
種
連
携
を
深
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

小地域福祉活動・ふれあいいきいきサロン
(13自治会)　(社協だよりより)

小
こ

玉
だま

 正
まさ

義
よし

田た

村む
ら 

みみ

ささ

子こ
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都
道
・
河
川
・
橋
梁
改
善
、

改
修
を
問
う

質　

都
道
２
３
８
号
線
・

都
道
１
６
５
号
線
・
都
道

２
５
１
号
線
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
。

課
長　

都
道
２
３
８
号

線
梅
ヶ
谷
ト
ン
ネ
ル
（
仮

称
）
の
進
捗
状
況
は
、
平

成
30
年
３
月
に
工
事
業
者

が
決
定
し
、
青
梅
市
梅

郷
市
民
セ
ン
タ
ー
及
び
日

の
出
町
報
徳
会
館
で
、
業

者
に
よ
る
着
手
前
の
工
事

説
明
会
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
工
事
内
容
は
、
延
長

１
４
８
０
ｍ
（
ト
ン
ネ
ル

延
長
１
３
３
０
ｍ
）
で
発

破
工
法
に
よ
り
青
梅
市
側

か
ら
24
時
間
体
制
で
掘

削
を
進
め
、
工
期
は
34
年

１
月
６
日
で
あ
る
。
都
道

１
６
５
号
線
（
病
院
街
道
）

は
、
東
京
都
よ
り
あ
き
る

野
市
に
用
地
買
収
を
委
託

し
、
こ
れ
ま
で
の
全
区
間

６
８
０
ｍ
の
う
ち
３
５
０

ｍ
区
間
の
工
事
を
実
施

し
、
残
り
区
間
は
29
年
度

か
ら
30
年
度
に
１
９
０
ｍ

区
間
工
事
を
行
う
と
共
に

埋
蔵
文
化
財
調
査
を
実
施

で
あ
る
。
工
期
に
つ
い
て

は
正
確
な
情
報
は
な
く
今

年
度
中
に
は
終
了
す
る
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。
都
道

２
５
１
号
線
は
、
坂
本
交

差
点
か
ら
１
㎞
区
間
が
事

業
範
囲
で
道
路
編
入
手
続

き
を
実
施
し
、
用
地
取
得

を
行
っ
て
い
る
。

　

平
井
川
に
つ
い
て
は
、

30
年
度
に
観
音
橋
下
流

（
あ
き
る
野
市
）
約
40
ｍ
及

び
日
の
出
橋
下
流
左
岸
約

１
４
０
ｍ
の
護
岸
整
備
に

着
手
し
、
引
続
き
、
日
の

出
管
内
の
改
修
工
事
に
着

手
で
き
る
よ
う
に
事
業
認

可
取
得
に
向
け
て
調
整
中

で
あ
る
。
橋
梁
の
耐
震
対

策
は
、
26
年
西
平
井
橋
、

鹿
の
湯
橋
の
工
事
が
完
了
。

日
の
出
町
管
内
の
都
道
に

架
か
る
橋
梁
は
、
耐
震
補

強
が
完
了
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）

の
活
用
・
普
及
を
問
う

質　

学
校
施
設
を
は
じ
め

公
共
建
築
物
に
は
木
材
利

用
の
活
用
を
図
る
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
は
。

課
長　

森
林
管
理
法
に
基

づ
く
森
林
の
整
備
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、

こ
の
中
に
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
施

策
も
含
ま
れ
て
い
る
。
新

た
な
木
材
利
用
の
一
つ
と

し
て
発
展
す
る
と
思
い
、

町
の
木
材
が
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

質　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
っ
た
建

物
に
は
、
一
般
住
宅
か
ら

中
大
規
模
他
、
６
～
10
階

建
て
の
集
合
住
宅
ま
で
、

様
々
な
建
物
が
建
て
ら
れ

て
い
る
。
森
林
資
源
の
有

効
活
用
を
は
じ
め
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
の
利
点
で
あ
る
面
で
支

え
て
地
震
に
強
い
、
寸
法

の
安
定
性
が
高
く
扱
い
や

す
い
、
大
判
パ
ネ
ル
で
素

早
い
施
工
が
で
き
る
、
断

熱
性
に
優
れ
、
火
も
安
心
、

や
す
ら
ぎ
の
空
間

な
ど
、
木
の
良
さ

が
発
揮
さ
れ
る
と

考
え
る
が
、
活
用

に
つ
い
て
伺
う
。

課
長　

総
合
文

化
体
育
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
現

在
、
基
本
計
画
段

階
で
準
備
を
進
め

て
い
る
。
今
後
の

実
施
設
計
段
階
で

は
、
方
針
に
基
づ

き
、
木
質
化
が
中

心
に
な
る
か
と
思

わ
れ
る
が
、
構
造

部
材
と
し
て
の
使

用
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た

併
せ
て
、
総
合
文
化
体
育

セ
ン
タ
ー
は
広
域
避
難
的

な
役
割
も
機
能
と
し
て
持

つ
と
こ
ろ
で
あ
り
、
あ
る

程
度
の
日
数
を
滞
在
さ
れ

た
時
の
癒
し
効
果
な
ど
考

慮
し
て
、
木
材
利
用
も
可

能
な
限
り
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。
地
域
の
木
材

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
な

ど
、
木
の
循
環
利
用
の
取

り
組
み
が
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。

ＣＬＴ（直交集成板）

道路整備中の都道165号線

青
あお

鹿
しか

 和
かず

男
お

加か

藤と
う 

光み
つ

德の
り
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防
災
対
策
と
し
て
の
ブ
ロ 

ッ
ク
塀
撤
去
・
生
垣
設
置

へ
の
助
成
制
度
の
創
設
を

質　

通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
点
検
状
況
は
。

課
長　

危
険
性
を
３
段
階

で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
危

険
性
が
高
い
７
ヶ
所
、
危

険
性
が
認
め
ら
れ
る
20
ヶ

所
、
ど
こ
が
そ
の
箇
所
に

当
た
る
か
を
学
校
と
情
報

共
有
し
、
各
学
校
が
安
全

指
導
を
す
る
事
と
し
、
危

険
性
が
高
い
と
こ
ろ
は
、

管
理
職
が
訪
問
を
し
、
教

育
委
員
会
と
し
て
の
認
識

を
お
伝
え
し
た
。

質　

建
築
基
準
法
に
適
合

し
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤

去
へ
の
指
導
状
況
は
。

課
長　

町
に
は
判
断
で
き

る
建
築
主
事
の
設
置
が
な

い
事
か
ら
指
導
が
で
き
な

い
。

質　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
善
に

住
宅
改
修
等
補
助
事
業
の

活
用
を
。

課
長　

地
域
経
済
の
振
興

住
環
境
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
が
、
今

後
、
要
綱
を
見
直

し
す
る
段
階
で
調

査
研
究
し
検
討
す

る
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

へ
の
理
解
と
支
援
を

質　

人
権
尊
重
の

観
点
か
ら
公
的
書

類
の
性
別
欄
の
記

載
方
法
の
改
善
を
。

課
長　

性
別
欄
を

削
除
し
て
い
な
い

が
、
情
報
収
集
に

努
め
研
究
す
る
。

質　

学
校
等
で
の

き
め
細
か
な
対
応

は
。

課
長　

人
権
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
啓
発
資
料
等
を
活

用
し
、
教
員
が
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
意
図
的
、
計
画
的

に
推
進
で
き
る
よ
う
、
校

長
会
で
周
知
・
徹
底
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

質　

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
へ

の
合
理
的
配
慮
の
実
施
は
。

課
長　

法
律
的
な
効
果
は

な
い
が
、証
明
に
よ
り
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。
情

報
収
集
し
研
究
す
る
。

折
おり

田
た

 眞
ま ち こ

知 子

請願・陳情は！
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インターネット公開しています。

町のホームページ 
（www.town.hinode.tokyo.jp）

↓
町議会

↓
会議録

↓
会議録検索システム

アクセス方法

第187号（平成30年８月１日発行）の訂正とお詫び
10ページの「町民懇談会」報告内容について、開催場所に誤りがありました。
誤）やまびこホールにて開催しました。　→　正）ひのでグリーンプラザにて開催しました。

12ページの「受けよう　がん検診」において、記載誤りがありました。
誤）　日の出町では、9月5日から9日まで、胃がん肺がん検診の申し込みを受付けています。
正）　�日の出町では、８月２日から8日（電話受付8月6日から8日）まで、胃がん肺がん検診の申し込

みを受付けています。（検診日９月５日から9日まで）
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議 会 活 動 報 告

議会では、昨年実施した常任委員会所管事務調査で「議会事務事業評価」について調査・検
討した結果、当議会でも町が行っている個々の事務事業の目的・成果・コスト等を数値化・具
体化して客観的に評価して、その評価結果を次の事業実施に活かすための取り組みを行うこと
になりました。

総務まちづくり常任委員会では、平成 30 年 3 月 5 日より事務事業評価作業に取り組み、町
所管課へご依頼して提出を受けた数多くの事務事業の中から、産業観光課所管の「温泉センター
運営経費」の 1 事業を抽出し、継続調査事項として計５回検討・協議を行った結果、本事務事
業については「改善・効率化し継続」の議会事務事業評価をまとめました。

同じく、厚生文教常任委員会では、平成 30 年 3 月 6 日より作業に取り組み、多くの事務事
業の中から、生活安全安心課所管の「ごみ減量・リサイクル大作戦経費」と、文化スポーツ課
所管の「小さな蔵の資料館事業」の 2 事業を抽出し、計５回協議を行った結果、「ごみ減量・
リサイクル大作戦経費」については「改善・効率化し継続」とし、「小さな蔵の資料館事業」に
ついては「終期設定し終了」の議会事務事業評価をまとめました。

「議会事務事業評価」を実施
3項目の事務事業を選定し、各常任委員会で審議

 

【事務事業評価】  議 会 評 価 報 告 書 

事 業 名  温泉センター運営経費 

議 会 評 価 ３ 

１ 拡充する 

２ 現状のまま継続する 

３ 改善・効率化し継続 

 ４ 見直しの上縮小する 

５ 終期設定し終了 

６ 休止・廃止 

 

【評価説明】 

 

温泉センターの運営については、開設当時の町直営から、日の出町商工会を経て、

現在は日の出町サービス総合センター株式会社が行っているが、いずれの方式でも町

が負担する経費は同じである。運営内容が議会にも明らかになるよう直営方式に戻す

ことや、経費削減が可能ならば日の出町サービス総合センター株式会社以外の民間へ

の委託も検討すべきである。 

 いずれにしても運営にとって必要なことは「日々の効率追求」と「中長期的な経営

問題―当然、設備費等を含む」の両面である。 

改善への基本的な取り組みは、間を置かず 1～２年のピッチで見直しを行い、老朽

化した施設の修繕については、今後の利用計画や資金計画により修繕経費を精査する

とともに、安易な修繕を行うことのないよう熟慮して取り組む必要がある。 

 よって、上記事項を含めた多方面の検証を条件として「改善・効率化し継続する」

とするものである。 

 

  

 

 

【事務事業評価】  議 会 評 価 報 告 書 

事 業 名  ごみ減量・リサイクル大作戦経費 

議 会 評 価 ３ 

１ 拡充する 

２ 現状のまま継続する 

３ 改善・効率化し継続 

４ 見直しの上縮小する 

５ 終期設定し終了 

６ 休止・廃止 

 

【評価説明】 

 

全体的に言えることは戸別収集になったことで逆にごみの量が増えているという現

実がある。つまり、戸別収集においては以前より多くの各種ごみが一括で棄てられる

ため分別が十分できない状況にあると推察されます。また、日頃のごみ減量のための

推進が形がい化しているのではないかと思われる。 

これには、町担当部局による積極的な先進事例調査の実施及びリサイクル品の分別

を含めた分かりやすいごみ減量化、資源化の方法・実績など、町民への周知徹底を更

に強化するべきである。 

よって、下記事項を含めた多方面の検証を条件として「改善・効率化し継続」とす

るものである。 

 

 ◆ごみ処理経費を下げる緊急性がある。 

◆ごみ減量は CO2 削減と大気汚染の削減に寄与することからより強く推進するべ

きである。 

◆現状、大量生産、大量消費、大量廃棄の構造から脱却はされておらず、町民主体 

のごみ減量に取り組む環境にないのが問題である。 

◆４R［リフューズ（断る）、リデュース（減らす）、リユース（再利用する）、リサ

イクル（資源を再利用する）］の周知徹底、その環境整備が町内にはない。 

◆町内に簡易なリサイクルステーションの設置をすべきである。 

 

 

 

 

【事務事業評価】  議 会 評 価 報 告 書 

事 業 名  小さな蔵の資料館事業 

議 会 評 価 ５ 

１ 拡充する 

２ 現状のまま継続する 

３ 改善・効率化し継続 

４ 見直しの上縮小する 

５ 終期設定し終了 

６ 休止・廃止 

 

【評価説明】 

 

総体的に言えることは、必要性は認めるが事業そのものの運用と活用に問題がある

という指摘がなされました。それは下記事項で指摘されている通りです。 

今後、運用、活用、事業転換も含め早期に事務事業の見直し、改善、方向性を模索

するべきと考える。 

 よって、多方面の検証や検討など現状の運営方法においては多くの課題があること

から、「終期設定し終了」とするものである。 

 

◆そもそも、「小さな蔵の資料館」はある方から町が刀剣や伝統工芸品等を寄贈され

たことにより、一般の方にも展示し鑑賞して頂くということから始まっており、

所謂、一般的な郷土資料館とはコンセプトが違う。 

◆交通アクセス、展示場所、運営経費、展示物の内容も含め事業そのものの必要性

に疑問を感じる。 

◆資料館は必要と思うが場所、PR等の問題がある。 

◆日の出町には多様な文化財が存在している。資料館は町の歴史を後世に伝える場

として学校教育、生涯学習の講座に活用するなど活用を図っていただきたい。 

◆肝要の里との連携は難しく、用途変更など検討が必要ある。 

 

 

各常任委員会から提出された３事業の議会評価報告書

平野議長、田村、嘉倉各委員長から橋本町
長へ議会事務事業評価報告書を提出

平成 30 年 9 月 19 日定例会終了後、上記
の 3 事業についての評価結果を「議会評価
報告書」として、町長へ提出し、今後の町
政に反映して頂きたく要望いたしました。

また、新年度予算案の上程時には、議会
評価報告書記載内容の反映や事業の改善に
ついての報告を願いたいこと、及び「議会
評価報告書に対する予算反映等報告書」の
提出を重ねて要望いたしました。
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再生紙を使用しています。

豪雨・地震・台風が日本列島を襲いました。被災された方々には心よりお見舞い申し上げるとともに、一日
も早い復旧や復興が進むことを願わずにいられません。
9月議会では決算審査が行われ、様々な問題提起が行われました。この内容は、これから予定されている新
年度予算の編成にも加味されることになります。議会としてもみなさんの意見が、より一層反映できるよう、
努めてまいります。議会の様子がより伝わるよう、取り組んでまいります。ご意見をお寄せください。

編集委員　折田　眞知子

議会だより編集委員
萩原　隆旦　　 青鹿　和男　　 清水　　浩
折田 眞知子　　縄井 貴代子　　村木　　満
		     （編集委員長）

日の出町議会事務局 ☎（５ ９ ７）０ ５ １ １　内線 ３ ６ ３

10月5日、檜原村「檜原都民の森」にて開催
されました。当日は西多摩郡町村議員45名が参
加し、ミニ木工教室（上写真）、セラピーロード散
策の各種体験を行いました。

　10月11日に北京市区人民代表大会友好代表団
が東京都町村議会議長会副会長の、日の出町議
会を表敬訪問しました。

西多摩郡町村議会議長会議員親睦会北京市区人民代表大会友好代表団表敬訪問

日 月 火 水 木 金 土
11/18 19 20 21 22 23 24

議会運営
委員会

25 26 27 28 29 30 12/1
本会議

（議案審議）

2 3 4 5 6 7 8
本会議

（一般質問）
総務

まちづくり
常任委員会

厚生文教
常任委員会

9 10 11 12 13 14 15
議会運営
委員会

本会議
（議案審議）

12月定例会日程（予定）

午前10時開会　議会を傍聴しましょう


